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令和 4年度 受託研究、受託事業及び共同研究 一覧 

受託研究 

所 属 研究代表者 研究題目 

食農学類 尾形 慎 
Poly-N-acetyl glucosamine（PNAG）ワクチン抗原の合成および

抗 PNAG 抗体検出系の確立 

食農学類 牧 雅康 
タイ国における統合的な気候変動適応戦略の共創推進に関する研

究 

食農学類 西村 順子 
生活習慣病対策のための新規乳製品の開発 -発酵バターのトラ

ンス脂肪酸低減と風味改善- 

地域創造支援センター

共生システム理工学類

食農学類 

大越 正弘 

大橋 弘範 

髙田 大輔 

東北地域 大学発ベンチャー共創プラットフォームポルサイトを

用いた放射性セシウム隔離のシステム構築三次元再構築技術を核

とした果樹樹形情報のアーカイブ開発 

食農学類 原田 茂樹 
環境中重金属のアルカリ沈殿法・水和物吸着法を実施する担体と

してのポーラスコンクリート構造最適化に関する研究 

食農学類 新田 洋司 大玉村産米のブランド化確立に関する研究 

食農学類 平 修 
健康壽命延伸のための安定同位体トレーサーによる脳内ホルモン

可視化技術開発 

環境放射能研究所 難波 謙二 チェルノブイリ災害後の環境管理支援技術の確立 

共生システム理工学類 齊藤 公彦 高品質・高均一性パッシベーション膜開発 

共生システム理工学類 黒沢 高秀 矢ノ原湿原に関する研究 

共生システム理工学類 高貝 慶隆 
科学計測技術とインフォマティックスを融合したデブリ性状把握

手法の開発とタイアップ型人材育成 

環境放射能研究所 
ヴァシル・ヨシ

ェンコ 

①福島事故後の植物に観察される形態異常の研究：エピジェネテ

ィクスが果たす役割は？ 

②福島第一原発事故による汚染地域におけるアカマツの放射線影

響メカニズムの解明 

食農学類 尾形 慎 
新規糖ナノゲル粒子を用いた簡便・迅速な変異克服型ウイルス濃

縮技術の開発 

食農学類 平 修 Nano-PALDI イメージングによる毛髪内ストレスマーカの探索 

環境放射能研究所 五十嵐 康記 
原発事故地域における森林火災の放射性物質・再拡散予測システ

ムの開発 

人間発達文化学類 初澤 敏生 令和 3年度南相馬地域商工業者経済状況調査 

環境放射能研究所 高田 兵衛 
ウェル型ゲルマニウム半導体検出器を用いた環境水試料中の放射

能分布に関する研究 



 福島大学研究年報 第19号  
2023年11月 

 
 

97 

共生システム理工学類 高橋 隆行 
モニタリングプラットフォームの構築－コンパクトに巻き取り可

能な高剛性軽量アーム 

食農学類 吉田 英樹 
サイバーフィジカルシステムを利用した作物強靭化による食料リ

スクゼロの作物強靭化技術の開発 

共生システム理工学類 田中 明 馬との接触によって生じる人馬双方の生理状態の変化の調査 

共生システム理工学類 川﨑 興太 
須賀川駅周辺まちづくりのためのワークショップを活用した研究

業務 

食農学類 尾形 慎 糖鎖固定化蛍光ナノ粒子によるウイルス感染症診断の要素技術 

環境放射能研究所 鳥居 建男 

可搬型 950KeV／3.95MeVX 線・中性子源による福島燃料デブリウ

ラン濃度評価・仕分けとレギュラトリサイエンス（2色 X線 CT・

中性子実験の 2色 X線 CT 数値解析） 

食農学類 二瓶 直登 
データ駆動型土づくり推進事業のうち土づくりイノベーションの

実装加速化 

食農学類 新田 洋司 玉川村産米の食味分析 

経済経営学類 吉田 樹 地域活性化に寄与する移動の仕組みの構築に関する研究 

食農学類 渡邊 芳倫 中山間地域における水稲スマート有機栽培体系の実証 

食農学類 藤井 力 酒質の違いは圃場に由来するか 

食農学類 髙田 大輔 
硬肉モモ等の輸送に適したモモ品種・系統の育成および最適な軟

化制御・鮮度保持技術の開発 

共生システム理工学類 杉森 大助 ビール酵母に関する研究 

環境放射能研究所 鳥居 建男 建屋高所におけるデータ計測及び核種弁別に関する研究 

環境放射能研究所 塚田 祥文 有機物が放射性セシウム動態に及ぼす影響の解明 

食農学類 深山 陽子 
ミストで夏ノ暑サにも負けない雨よけホウレンソウの増収技術を

開発 

環境放射能研究所 和田 敏裕 ICT インフラを用いた効果的な種苗放流による資源の安定化 

環境放射能研究所  

食農学類 

①塚田 祥文 

②石川 尚人 

①特定復興再生拠点等における水稲の生産性と安全性の評価 

②山羊乳及び山羊肉の放射性セシウムの移行調査 

食農学類 
深山 陽子 

窪田 陽介 

先端技術を活用した施設野菜・畑作物の省力高収益栽培・出荷技

術の確立 

経済経営学類 吉田 樹 地域企業の通勤バスを活用した地域交通のニーズに関する研究 
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共生システム理工学類 難波 謙二 

除去土壌の再生利用等に関わる地域の若者を中心とした理解醸成

事業「再生利用を想定した樹木系の Cs環境挙動に関する基礎研

究」 

食農学類 望月 翔太 令和３年度ニホンザルモニタリング調査業務委託 

共生システム理工学類 高貝 慶隆 短寿命α放射体 211At 標識金マイクロスフィアの開発 

環境放射能研究所 鳥居 建男 
「連携計測による線源探査ロボットシステムの開発研究」のう

ち、「実証試験」 

環境放射能研究所 難波 謙二 チェルノブイリ災害後の環境管理支援技術の確立 

共生システム理工学類 杉森 大助 
農作物の生産廃棄物を高付加商品に変換する環境型食品生産に関

する研究 

食農学類 新田 洋司 水稲新品種「サキホコレ」の食味特性に関する研究 

受託事業 

食農学類 

①石井 秀樹 

②則藤 孝志 

③吉永 和明 

令和 3年度福島大学食農学類による地方創生モデル創出事業 

①「雑穀類の栽培振興による農地活用と地域活性化」プロジェク

ト 

②「落花生の産地再生と地域フードシステムの構築」プロジェク

ト 

③「合図クルミの伝統技術継承と再評価を通じた地域活性化」プ

ロジェクト 

環境放射能研究所 和田 敏裕 福島県富岡川における放射性物質の挙動に関する調査 

食農学類 金子 信博 保全農地の土壌環境の変化に関する研究 

共生システム理工学類 黒沢 高秀 「自然史系博物館所有の生物多様性情報」に関わるデータ提供 

共生システム理工学類 黒沢 高秀 
南湖の適切な管理方法検討のためのヒシの抑制とキショウブおよ

び園芸スイレンの効率的な駆除に関する基礎研究 

食農学類 髙田 大輔 
逢瀬ワイナリーと連携したセンサ・画像データ解析、病害虫発生

分析予知などコンサル業務委託 

食農学類 石川 尚人 
令和 3年度うまい！「福島県産牛」生産・販売力強化対策事業委

託業務 

共同研究 

共生システム理工学類 塘 忠顕 
西郷村堀川水域に生息する特定外来生物ウチダザリガニの防除

方法に関する研究 

環境放射能研究所 高田 兵衛 沿岸の放射性セシウム輸送における懸濁粒子の役割の解明 

共生システム理工学類 杉森 大助 松太郎（椎茸と松茸の融合菌で栽培されたキノコ）の高品質化 



 福島大学研究年報 第19号  
2023年11月 

 
 

99 

共生システム理工学類 高橋 隆行 クラウン減速機の商品化に向けた研究開発 

環境放射能研究所 塚田 祥文 

森林・河川における放射性セシウムの環境動態の解析：残留放

射線が形成するホットパーティクルの解析及び環境放射能レベ

ルの把握 

食農学類 尾形 慎 
サイクロデキストリンを用いた乳化組織物の構造解析と温度耐

性化合物の合成 

環境放射能研究所 高田 兵衛 沿岸域における放射性物質の量的収支に関する研究 

食農学類 二瓶 直登 
浮遊物に伴う農作物への放射性セシウム移行の解明に関する研

究 

共生システム理工学類 高橋 隆行 
樹脂系圧電素子を応用した触圧覚および位置検知センサーの開

発 

共生システム理工学類 川越 清樹 気候変動適応を推進するための情報デザインに関する研究 

共生システム理工学類 杉森 大助 油脂分解に関する菌研究 

環境放射能研究所 
イスマイル・ラ

ハマン 
分析試料の自動分離システムの開発 

食農学類 荒井 聡 酒粕堆肥の有効性に関する研究 

共生システム理工学類 柴崎 直明 
水資源の利用・管理支援システム「水資源 Navi（地域別）」の

開発 

共生システム理工学類 高橋 隆行 タイミングスクリューの設計および試作 

共生システム理工学類 高貝 慶隆 分離技術の解析評価ならびに分離素材の表面解析 

食農学類 尾形 慎 ウイルス結合性糖ナノゲル粒子に関する研究 

共生システム理工学類 塘 忠顕 エゾフジヤスデの駆除方法に有効な生態的知見の解明 

食農学類 藤井 力 清酒酵母の有用形質に関する研究 

共生システム理工学類 杉森 大助 合成ゴムの生分解にかかわる分解菌の探索・特定と応用検討 

共生システム理工学類 馬塲 一晴 宇宙の構造に関する研究 

共生システム理工学類 佐藤 理夫 除染土壌の乾式磁力選別システム実用化のための研究開発 

環境放射能研究所 鳥居 建男 機械学習を適用した放射線計測手法に関する研究 



 福島大学研究年報 第19号  
2023年11月 

 
 

100 

環境放射能研究所 難波 謙二 
福島県の内水面漁業に向けた陸水域における放射性物質の移

行・濃縮状況の把握 

環境放射能研究所 

脇山 義史  

高田 兵衛 

Mark Zheleznyak 

Vasyl Yoschenko 

Alexei Konoplev 

森林および水系における放射性物質の流出測定及びモデル化 

環境放射能研究所 塚田 祥文 
帰還困難区域に隣接する地域における生活行動の違いによる個

人被ばく線量評価 

環境放射能研究所 石庭 寛子 指標生物を用いた放射性物質の生態系への影響研究 

環境放射能研究所 難波 謙二 福島沖の浮遊物中に見られる高線量粒子 

食農学類 渡部 潤 醤油醸造に関わる微生物の研究 

食農学類 吉永 和明 MALDI-TOFMS による魚油製品の新規評価法の検討 

共生システム理工学類 大橋 弘範 
放射性物質を含む木灰中から食品への Cs 移行挙動の解明に関す

る研究その 2 

食農学類 松田 幹 GLBP 特異的抗体の活用方法 

共生システム理工学類 馬塲 一晴 
特許庁商標「PCR 抗体管理士®」養成教育プログラムに関する研

究 

共生システム理工学類 望月 翔太 ＡＩ画像分析によるイノシシの生態可視化に関する研究 

共生システム理工学類 高橋 隆行 ６脚ロボットの構造に関する研究 

食農学類 横山 正 新規生育促進微生物に関する研究 

共生システム理工学類 赤井 仁志 
地中熱利用を対象とするエネルギーマネージメント事業の実証

研究 

共生システム理工学類 赤井 仁志 給湯設備を利用した需給調整手法の高度化に関する研究 

食農学類 松田 幹 乳脂肪の消化吸収と脂質成分の体内輸送に関する研究 

食農学類 
松田 幹  

尾形 慎 

微生物が生産する発酵産物の腸内細菌に与える影響に関する研

究 

共生システム理工学類 高橋 隆行 
大型風車ブレード点検用ドローンに搭載するアームに関する研

究 



 福島大学研究年報 第19号  
2023年11月 

 
 

101 

食農学類 深山 陽子 

施設イチゴ栽培における、二酸化炭素施用による食味、収量、

品質等向上効果の検証と最適施用法・施用システムの開発に関

する研究 

共生システム理工学類 杉森 大助 ニトリル手袋（使用済み・未使用）のバイオリサイクル 

食農学類 林 薫平 
福島県産原料を用いたオリジナル麺商品の開発と販売促進プラ

ンの策定 

食農学類 髙田 大輔 果樹樹体の三次元再構築技術の開発と応用 

人間発達文化学類 川本 和久 
競走馬における酸化ストレス指標を用いた生体負担度およびコ

ンディション把握 

環境放射能研究所 鳥居 建男 
廃炉、除染を促進する、小型・軽量な全方位型放射線イメージ

ングシステムの開発 
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研  究  年  表 
 
（平成 25 年度） 

25. 4. 1 

 

 

25. 5.14～ 

25. 5.17 

 

25. 5.20 

 

25. 5.31 

 

 

 

25. 6. 4 

 

25. 6.12～ 

25.11. 8 

 

25. 7. 1 

 

25. 7.26 

 

25. 7.27 

 

25. 8.13 

 

25. 8.19 

 

25. 8.29～ 

25. 8.30 

 

 

25. 9. 5～ 

26. 1.28 

 

副学長（研究担当）に共生システム理工学類教授・高橋隆行（平成 22 年度～） 

統括学系長に人間発達文化学類教授・小島彰（平成 24 年度～） 

 

会計検査院実地検査 

 

 

科研費の機関別採択率（新規採択＋継続分）が平成 25 年度に全国で 20 位 

 

科学研究費助成事業・基盤研究（S）に内定（うつくしまふくしま未来支援センター

客員教授（福島大学名誉教授）・山川充夫代表：研究課題「東日本大震災を契機とし

た震災復興学の確立」 

 

科研費申請インセンティブを、個人配分から学類配分とすることを決定 

 

ロバスト・ジャパン（株）による科研費申請支援プログラムを実施（面談・添削６名、

メール添削のみ７名） 

 

環境放射能研究所を設置（所長：共生システム理工学類教授・高橋隆行） 

 

文部科学省による科学研究費助成事業実地検査 

 

ひらめき☆ときめきサイエンスを実施（共生システム理工学類教授・金澤等） 

 

学部構成が類似している 12 国立大学に対して科研費申請率調査を実施 

 

耐震改修工事に伴い、研究協力課事務局が旧 FURE プレハブ棟に移転 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2013」において 4 名の

研究成果を展示・発表（共生システム理工学類教授・高橋隆行、同教授・佐藤理夫、

同教授・杉森大助、同教授・金澤等） 

 

学系プロジェクト「学系制度検証」に関する訪問調査 

（岩手大学、九州大学、北海道大学、札幌大学） 
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25. 9.19 

 

 

25. 9.27 

 

 

25.10.31 

 

 

25.12 

 

25.12. 3～ 

25.12.10 

 

26. 1.14 

 

 

26. 1.31 

 

 

 

26. 2.17 

 

26. 3.12 

 

 

26. 3.14 

 

26. 3.31 

ロバスト・ジャパン（株）代表取締役・中安豪氏を講師とした科研費獲得に関する説

明会を開催（演題「科研費申請におけるスキルアップ」） 

 

久留米大学教授・児島将康氏を講師とした科研費獲得に関する説明会を開催（演題

「科研費獲得の方法とコツ－書き方次第でこんなに違う！」） 

 

新潟大学教育研究院人文社会・教育科学系長・菅原陽心氏を講師とした研究の活性

化と学系を考える講演会を開催（演題「新潟大学における学系設置と組織改革」） 

 

研究年報第 9 号発行 

 

全国立大学に対して科研費申請義務化に関するアンケートを実施 

 

 

研究推進機構本部から研究推進委員会に「科学研究費助成事業の申請促進等に関す

る実施要項（検討案）」を提案（賛成 4 学系、反対 7 学系、中立 1 学系により未実施） 

 

立命館大学研究部事務部長・野口義文氏を講師とした外部資金獲得の意義を考える

勉強会を開催（演題「大学における外部資金獲得とは－立命館大学と福島大学の比

較－」） 

 

学長学術研究表彰実施要項（学長裁定）を制定 

 

「事業化プロジェクト」総括（平成 21 年度～平成 25 年度の 5 年間、学内や学外と

の 

共同により創造された知財の事業化の成果を報告） 

 

第 3 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

「福島大学動物実験規程」を制定（研究倫理規程からの独立制定） 
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（平成 26 年度） 

26. 4. 1 

 

 

 

 

26. 5.31 

 

 

26. 6. 4 

 

 

26. 7. 7 

 

26. 7. 8 

 

 

 

26. 7.27 

 

26. 7.28～ 

26. 7.29 

 

26. 8.19 

 

 

 

26. 8.20 

 

 

 

26. 9. 3 

 

26. 9.11～ 

26. 9.12 

 

 

26.10. 1 

副学長（研究担当）に行政政策学類教授・千葉悦子が就任 

統括学系長に人間発達文化学類教授・小島彰が就任（継続） 

災害心理研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：共生システム理工学類教授・

筒井雄二） 

 

権利擁護システム研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：行政政策学類教授・

新村繁文） 

 

学長学術研究表彰式を開催（受賞者：経済経営学類教授・小山良太、6.24 に受賞記念

講演会を開催） 

 

知的財産の総合相談窓口として、知財クリニックを開設 

 

卒業論文発表会等における秘密保持誓約に関する運用開始（研究担当副学長名で教

育担当副学長、各学類長、各研究科長宛「卒業論文等の発表と特許出願について」と

して依頼） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンスを実施（共生システム理工学類教授・金澤等） 

 

久留米大学教授・児島将康氏を講師とした科研費セミナーを開催（演題「科研費獲得

の方法とコツ－書き方次第でこんなに違う！」） 

 

うつくしまふくしま未来支援センターの特任研究員等が科研費等の外部資金へ申請

できる資格を付与するため「専従義務がある外部資金により雇用された研究員等の

科学研究費助成事業の申請等に関する申し合わせ」を制定 

 

文部科学省 平成 26 年度「廃止措置等基盤研究・人材育成プログラム委託費」に共

生システム理工学類准教授・高貝慶隆提案課題がフィージビリティースタディーと

して採択 

 

耐震改修工事完了に伴い、研究協力課事務局が経済経営学類棟 3 階に移転 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2014」において 3 名の

研究成果を展示・発表（共生システム理工学類教授・高橋隆行、同教授・小沢喜仁、

同教授・金澤等） 

 

外部研究資金の戦略的獲得、執行管理体制の一元化等を目的に研究協力課を研究振
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26.10. 3～ 

27. 2.13 

 

26.10. 8 

 

 

26.10.28 

 

 

 

26.11.12 

 

 

 

26.12 

 

26.12. 9 

 

 

 

27. 1.16 

 

 

27. 1.16 

 

 

27. 1.20 

 

 

27. 1.21 

 

 

27. 2.23 

 

 

27. 2.26 

興課に改組（副課長の配置等） 

 

学系プロジェクト「研究力の向上と大学活性化」（学長裁量経費）に関する訪問調査

（一橋大学、新潟大学、金沢大学、長崎大学、和歌山大学） 

 

研究振興課職員を講師とした「環境放射能研究所外国人研究者向け科研費説明会」

を開催 

 

研究推進機構本部・研究推進委員会において①各分野の研究と研究費の特性、②研

究費の使途の現状と課題、③外部研究資金の位置付けと獲得推進方策を検討した結

果を「研究費の在り方について（報告）」として取りまとめ 

 

ハウスウェルネスフーズ（株）、野村證券（株）、G&G サイエンス（株）の女性研究

者をパネリストとした女性研究者支援事業シンポジウム「女性の活躍－企業におけ

る女性研究者－」を開催（モデレーター：経済経営学類准教授・遠藤明子） 

 

研究年報第 10 号発行 

 

岐阜大学研究推進・社会連携機構特任准教授（リサーチ・アドミニストレーター）・

馬場大輔氏を講師とした URA に関する勉強会を研究推進機構本部会議にて開催（演

題「研究戦略推進に向けた URA の配置～一地方大学の取り組み～」） 

 

日本学術振興会特別研究員-DC2 が福島大学を受入として初めて内定（共生システム

理工学類・１名・受入教員 黒沢高秀） 

 

JST 分野別新技術説明会（グリーンイノベーション）にて研究成果を発表 

（発表者：共生システム理工学類教授・佐藤理夫、同教授・島田邦雄） 

 

JST 分野別新技術説明会（ライフイノベーション）にて研究成果を発表 

（発表者：共生システム理工学類教授・小沢喜仁） 

 

山口大学知的財産センター長・佐田洋一郎氏を講師とした知的財産セミナーを開催

（演題「知的財産の基礎」、「研究ノートの活用」） 

 

資料研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：共生システム理工学類教授・黒沢

高秀） 

 

「国立大学法人福島大学発ベンチャー支援に関する規程」を制定 
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27. 3.13 

 

27. 3.13 

 

 

27. 3.20 

 

 

 

 

 

27. 3.24 

 

 

27. 3.26 

 

27. 3.31 

 

 

第 4 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

文部科学省 平成 27 年度女性アスリートの育成・支援プロジェクト「女性アスリー

トの戦略的強化に向けた調査研究」に人間発達文化学類教授・川本和久提案課題が

採択 

 

コラッセふくしまにおいて大学初の研究・地域連携成果報告会を開催し、6 名の研究

成果を報告（基調講演者：（独）産業技術総合研究所理事長・中鉢良治氏、報告者：

人間発達文化学類教授・川本和久、行政政策学類教授・阿部浩一、経済経営学類教

授・奥本英樹、同学類准教授・吉田樹、共生システム理工学類教授・高橋隆行、同学

類准教授・高貝慶隆） 

 

JST 発新技術説明会（ライフイノベーション）にて研究成果を発表 

（発表者：共生システム理工学類教授・杉森大助） 

 

「福島大学安全保障輸出管理ガイドライン」を制定 

 

低炭素社会研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：共生システム理工学類教

授・佐藤理夫） 
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（平成 27 年度） 

27. 4. 1 

 

 

27. 5.13 

 

27. 6 

 

 

27. 6.25 

 

 

27. 6.29 

 

 

 

 

27. 7. 1 

 

 

27. 7. 9 

 

 

27. 7.21 

 

27. 8. 2 

 

27. 8.21 

 

 

 

27. 8.27 ～ 

27. 8.28 

 

 

27. 9 

 

27. 9. 1 

福島大学初の大学発ベンチャーである「（株）ミューラボ（μ Lab.）」が設立 

「人間・心理」学系を「人間・生活」、「心理」の 2 学系へ分割再編。 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費の適正執行等に関する説明会」を開催 

 

福島大学研究振興課 Facebook を開設し、教員の研究活動や研究推進機構主催のイベ

ントなどの情報を発信 

 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「平成 27 年度中

堅・中小企業への橋渡し研究開発促進事業」に係る橋渡し研究機関に認定 

 

「農業」、「廃炉」、「ロボット」、「環境放射能」の各研究分野を重点研究分野 foR プロ

ジェクトに指定（foR-F プロジェクト：経済経営学類教授・小山良太、共生システム

理工学類准教授・高貝慶隆、foR-A プロジェクト：共生システム理工学類教授・高橋

隆行、環境放射能研究所准教授・和田敏裕） 

 

共生システム理工学類特任教授・金澤等がひらめき☆ときめきサイエンス推進賞を

受賞 

 

ホテル福島グリーンパレスにおいて（独）日本学術振興会の科学研究費助成事業実

務担当者向け説明会を開催 

 

学長学術研究表彰実施要項を改正し、学長学術研究功績賞を新設 

 

ひらめき☆ときめきサイエンスを実施（共生システム理工学類特任教授・金澤等） 

 

文部科学省 平成 27 年度「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業（原

子力基礎基盤戦略プログラム－戦略的原子力共同研究プログラム）」に共生システム

理工学類教授・山口克彦提案課題が採択 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2015」において 3 

名の研究成果を展示・発表（出展者：共生システム理工学類教授・高橋隆行、同教授・

佐藤理夫、同特任助教・高岸秀行） 

 

若手研究者を対象とした「若手研究者支援に関するニーズ調査」を実施。 

 

「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成 26 年 8 月 26
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27. 9. 2 

 

 

27. 9.30 

 

 

 

 

27.10. 2 

 

 

 

27.10. 5 

 

 

 

27.11. 9～ 

27.12. 7 

 

27.11.11 

 

 

 

27.11 

 

27.12. 1 

 

 

 

 

27.12. 7 

 

27.12. 9 

 

日 文部科学大臣決定）に対応するため、公正研究規則改正、福島大学における「研

究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に基づく公正な研究推

進のための運用方針制定等の規定・体制整備 

 

特別運営費交付金を財源として雇用される正規教員の学系所属及び研究費配分に関

する方針を決定 

 

学内の採択経験者・審査委員経験者を講師として科研費セミナーを開催（採択経験

者：行政政策学類准教授・川端浩平、経済経営学類教授・阿部高樹、同学類准教授・

沼田大輔、審査委員経験者：人間発達文化学類教授・川田潤、共生システム理工学類

教授・小沢喜仁） 

 

学長学術研究表彰式を開催（受賞者：人間発達文化学類教授・内山登紀夫、共生シス

テム理工学類教授・高橋隆行、同特任教授・金澤等、環境放射能研究所特任教授・青

山道夫、受賞記念講演会は 11 月 4 日に開催） 

 

文部科学省 平成 27 年度「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業(廃止

措置研究・人材育成等強化プログラム)」に共生システム理工学類准教授・高貝慶隆

提案課題が採択 

 

プロジェクト研究所の第 2 期活動実績と第 3 期活動計画等に関するヒアリング 

 

 

カルビー（株）、パシフィックコンサルタンツ（株）、京都国立博物館の女性研究職を

パネリストとした女性研究者支援事業シンポジウム「女性の活躍－社会における女

性研究職とは－」を開催（モデレーター：経済経営学類准教授・遠藤明子） 

 

研究シーズ集 2015 を発刊 

 

第 1 回若手研究交流会を開催（発表者：経済経営学類准教授・吉田樹、環境放射能研

究所准教授・和田敏裕、世話教員：人間発達文化学類准教授・中田文憲、行政政策学 

類准教授・川端浩平、経済経営学類教授・中村勝克、同学類准教授・根建晶寛、共生

システム理工学類講師・吉田龍平、総合教育研究センター准教授・高森智嗣） 

 

廃止措置研究・人材育成推進室要項を制定 

 

仙台国際センターで開催された「産学官連携フェア 2015 みやぎ」において 3 名の研

究成果を展示・発表（出展者：行政政策学類教授・阿部浩一、経済経営学類准教授・
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27.12.12 

 

 

 

 

 

27.12.25 

 

 

28. 1 

 

28. 2.15 

 

 

28. 2.26 

 

 

 

28. 3. 7 

 

28. 3. 9 

 

28. 3.22 

 

 

28. 3.31 

吉田樹、共生システム理工学類教授・高橋隆行） 

 

郡山ビューホテルアネックスにおいて研究・地域連携成果報告会を開催し、６名の

研究成果を報告（基調講演者：大阪大学教授・北岡康夫氏、報告者：人間発達文化学

類教授・初澤敏生、行政政策学類准教授・丹波史紀、経済経営学類教授・小山良太、

共生システム理工学類准教授・高貝慶隆、うつくしまふくしま未来支援センター特

任教授・本田環、環境放射能研究所准教授・和田敏裕） 

 

日本学術振興会特別研究員-PD が福島大学を受入として初めて採用内定（共生シス

テム理工学類・１名・受入教員 塘忠顕） 

 

研究年報第 11 号発行 

 

第 2 回若手研究交流会を開催（発表者：行政政策学類准教授・川端浩平、経済経営学

類准教授・菊池智裕、総合教育研究センター准教授・高森智嗣） 

 

会津大学と共同で JST ふくしま発新技術説明会にて研究成果を発表 

（発表者：共生システム理工学類教授・高橋隆行、同教授・佐藤理夫、同教授・小沢

喜仁、同特任教授・野毛宏） 

 

福島大学産官民学連携・知的財産ポリシーの制定 

 

第 5 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）「中堅・中小企業

への橋渡し研究開発促進事業」に係る橋渡し研究機関の有効期間更新 

 

協同組合ネットワーク研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：経済経営学類教

授・小山良太） 

災害復興研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：行政政策学類准教授・丹波史

紀） 
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（平成 28 年度） 

28. 4. 1 

 

 

 

 

28. 4. 1 

 

 

28. 4.26 

 

 

 

28. 5.11 

 

 

28. 5.12 

 

 

28. 5.16 

 

28. 5.25 

 

 

28. 6.14～ 

28. 8.24 

 

28. 6.23 

 

 

 

28. 7.20 

 

 

28. 8. 2 

 

 

28. 8. 7 

理事・副学長（研究・地域連携担当）に共生システム理工学類教授・小沢喜仁が就任

（統括学系長兼務） 

副学長補佐（研究・地域連携担当）に共生システム理工学類教授・塘忠顕が就任 

知的財産クリニックのオフィスアワーを週１回から週２回に増やし、利用性を向上 

 

磐梯朝日自然環境保全研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：共生システム理

工学類教授・塘忠顕） 

 

「ロボット」、「地域公共交通」、「環境放射能」の各研究分野を重点研究分野 foR-A プ

ロジェクトに指定（共生システム理工学類教授・高橋隆行、経済経営学類准教授・吉

田樹、環境放射能研究所准教授・和田敏裕） 

 

平成 28 年度地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS）に環境放射

能研究所の「チェルノブイリ災害後の環境修復支援技術の確立」が条件付きで採択。 

 

第 3 回若手研究交流会を開催（発表者：経済経営学類准教授・衣川修平、共生システ

ム理工学類准教授・笠井博則） 

 

再生可能エネルギー研究・人材育成推進室要項を制定 

 

平成 28 年度国際原子力人材育成イニシアティブ事業（原子力人材育成等推進事業費

補助金 通称：横断事業）に共生システム理工学類教授・山口克彦が採択 

 

JSPS サマー・プログラムとして１名を受入（受入研究者：環境放射能研究所教授・

ヒントン・トーマス） 

 

学長表彰表彰式を開催（学長学術研究表彰受賞者：経済経営学類准教授・沼田大輔、

学長学術研究奨励賞受賞者：共生システム理工学類准教授・高貝慶隆、受賞記念講演

会は 7 月 6 日に開催） 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費・外部資金の適正執行等に関する説明会」を開

催 

 

岐阜大学研究推進・社会連携機構特任准教授・馬場大輔氏を講師とした第 4 回若手

研究交流会を開催（テーマ「採択に近づけるための科研費ワークショップ」） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「『雨はなぜ降るか？』－水の科学：水にぬれるプラ
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28. 8.25～ 

   8.26 

 

 

28. 8.27 

 

 

 

28. 9.21 

 

 

 

 

 

28. 9.29 

 

 

28.10. 3 

 

 

28.10.14 

 

 

28.11 

 

28.11.23 

 

 

28.11.29 

 

 

 

28.12.27 

 

29. 1.24 

 

スチックが自動車軽量化へ！」を実施（共生システム理工学類特任教授・金澤等） 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2016」において 4 名の

研究成果を展示・発表（共生システム理工学類教授・小沢喜仁・同教授・高橋隆行、

同特任教授・金澤等、同特任教授・齊藤公彦） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「『100 年前の実験に挑戦！』～金はつくれるか『錬

金術』・ポニョと電信機・福島の偉人石井研堂の理科読み物の世界～」を実施（総合

教育研究センター教授・岡田努） 

 

福島県方言研究センター（プロジェクト研究所）を設置（所長：人間発達文化学類教

授・半沢康） 

 

プロジェクト研究所規程を改正し、「プロジェクト研究所客員教授」、「プロジェク

ト研究所客員准教授」の称号付与を廃止 

 

基盤研究Ｂ獲得をテーマとした科研費セミナー①を開催（講師：行政政策学類教授・

坂本恵、同学類教授・菊地芳朗） 

 

若手研究獲得をテーマとした科研費セミナー②を開催（講師：経済経営学類准教授・

吉田樹、環境放射能研究所准教授・和田敏裕） 

 

第 5 回若手研究交流会を開催（発表者：人間発達文化学類准教授・阿内春生、同准教

授・高橋優、同准教授・中村洋介、同准教授・平中宏典） 

 

研究シーズ集 2016 を発刊 

 

地震の影響により、いわきワシントンホテルにおいて予定されていた研究・地域連

携成果報告会の開催を延期 

 

山口大学知的財産副センター長・木村友久氏を講師とした著作権セミナーを開催（演

題「広報活動（ポスター、チラシ作成、web 公開等）に必要な「著作権」の基礎と実

務」） 

 

「福島大学研究ポリシー」を制定 

 

ふくしま未来学推進室（COC）との共催で第 6 回若手研究交流会を開催（発表者：

経済経営学類准教授・沼田大輔） 
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29. 2. 8 

 

29. 2.14 

 

 

29. 3.13 

 

29. 3.16 

 

 

 

 

29. 3.22 

 

 

 

 

 

29. 3.27 

 

29. 3.31 

 

 

29. 3 

 

 

「福島大学知的財産取扱指針」の制定 

 

会津大学と共同で JST 情報処理応用技術 新技術説明会にて研究成果を発表 

（発表者：共生システム理工学類教授・増田正、同准教授・内海哲史） 

 

第 6 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

『福島大学における「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」

に基づく公正な研究推進のための運用方針』（平成２７年９月１日公正研究委員会）

を改正し、本学の研究倫理教育を日本学術振興会が運営する「研究倫理 e ラーニン

グコース(e-Learning Course on Research Ethics)[eL CoRE]」とすることを決定 

 

いわき産業創造館において研究・地域連携成果報告会を開催し、６名の研究成果を

報告（基調講演者：政策研究大学院大学教授・家田仁氏、報告者：人間発達文化学類

教授・牧田実、行政政策学類准教授・西田奈保子、経済経営学類准教授・沼田大輔、

同准教授・吉田樹、共生システム理工学類教授・佐藤理夫、環境放射能研究所准教

授・和田敏裕） 

 

国立大学法人福島大学安全保障輸出管理規程を制定（平成 29 年 4 月 1 日施行） 

 

地域ブランド戦略研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：経済経営学類教授・

西川和明） 

 

研究年報第 12 号発行 
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（平成 29 年度） 

29. 4.25 

 

 

 

29. 6. 5 

 

 

 

29. 6.13～ 

8.23 

 

29. 6.14 

 

 

29. 7. 6 

 

29. 7.19 

 

 

29. 7.30 

 

 

29. 8.30～ 

   9. 1 

 

 

29. 8.26 

 

 

29. 9.21 

 

 

 

29. 9.26 

 

 

29.10 

「ロボット」、「地域公共交通」、「環境放射能」の各研究分野を重点研究分野 foR-A プ

ロジェクトに指定（共生システム理工学類教授・高橋隆行、経済経営学類准教授・吉

田樹、環境放射能研究所教授・トーマス・ヒントン） 

 

学長表彰表彰式を開催（学長学術研究表彰受賞者：共生システム理工学類特任教授・

齊藤公彦、学長学術研究奨励賞受賞者：経済経営学類准教授・平野智久、環境放射能

研究所准教授・和田敏裕、受賞記念講演会は 7 月 5 日に開催） 

 

JSPS サマー・プログラムとして２名を受入（受入研究者：環境放射能研究所特任教

授・ヨシェンコ・ヴァシル、同准教授・和田敏裕） 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費・外部資金の適正執行等に関する説明会」を開

催 

 

第 7 回若手研究交流会を開催（発表者：行政政策学類准教授・真歩仁しょうん） 

 

ホテルハマツで開催された「第１回知財広め隊セミナーin 福島」において産学連携

活動、foR プロジェクト、大学発ベンチャー「ミューラボ」を紹介展示 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「『雨はなぜ降るか？』－水の科学：水にぬれるプラ

スチックが自動車軽量化へ！」を実施（共生システム理工学類特任教授・金澤等） 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2017」において 4 名の

研究成果を展示・発表（共生システム理工学類准教授・浅田隆志・同准教授・大橋弘

範、同特任教授・金澤等、同特任准教授・小井土賢二） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「「科学者の実験に挑戦！」～(1)偽金を見破れ(2)電気

と磁石の不思議な関係～」を実施（総合教育研究センター教授・岡田努） 

 

JST 東京本館別館において福島大学単独で JST 福島大学新技術説明会を開催、4 名の

研究成果を発表（発表者：共生システム理工学類准教授・中村和正、同准教授・大橋

弘範、同准教授・浅田隆志、同特任教授・齊藤公彦） 

 

日本学術振興会研究事業部研究助成第一課長・吉田正男氏、茨城大学 URA・澤田芳

郎氏を講師とした科研費セミナーを開催 

 

研究シーズ集 2017 を発刊 
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29.11 

 

29.12.13 

 

 

29.12.16 

 

 

 

 

 

 

29.12.20 

 

30. 3. 9 

 

30. 3.14 

 

30. 3.20 

 

 

研究年報第 13 号を発行 

 

福島大学理工学群共生システム理工学類の研究活動における秘密情報の管理に関す

る規程を制定 

 

会津若松ワシントンホテルにおいて研究・地域連携成果報告会を開催し、６名の研

究成果を報告（基調講演者：東日本旅客鉄道株式会社鉄道事業本部営業部次長・

内山尚志氏、報告者：人間発達文化学類講師・蓮沼哲哉、行政政策学類教授・岩

崎由美子、経済経営学類准教授・則藤孝志、共生システム理工学類教授・柴崎直

明、共生システム理工学類教授・高橋隆行、共生システム理工学類特任教授・齊

藤公彦） 

 

第 8 回若手研究交流会を開催（発表者：総合教育研究センター准教授・高森智嗣） 

 

第 7 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

福島大学 ABS 管理規程を制定（平成 30 年 4 月 1 日施行） 

 

福島大学寄附講座等に関する規程を制定（平成 30 年 4 月 1 日施行） 
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（平成 30 年度） 

30. 4. 1 

 

 

 

30. 5.16 

 

 

30. 5.25 

 

 

 

 

30. 5.30 

 

 

30. 5.31 

 

 

30. 7. 7 

 

 

 

 

 

30. 7.14 

 

 

30. 8.30～ 

   8.31 

 

 

 

30. 9. 5 

 

 

 

30. 9.27 

理事・副学長（研究・地域連携・就職担当）に経済経営教授・伊藤宏が就任（統括学

系長兼務） 

副学長補佐（研究担当）に共生システム理工学類教授・田中明が就任 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費・外部資金の適正執行等に関する説明会」を開

催 

 

「ロボット」、「地域交通」、「放射線影響」、「放射性セシウム不溶化」、「酵母開発」の

各研究分野を重点研究分野 foR プロジェクトに指定（foR-F プロジェクト：共生シス

テム理工学類教授・高橋隆行、経済経営学類准教授・吉田樹、foR-A プロジェクト：

共生システム理工学類教授・難波謙二、同准教授・大橋弘範、同教授・杉森大助） 

 

第 1 回研究者交流会（第 9 回若手研究交流会）を開催（発表者：行政政策学類准教

授・高橋有紀） 

 

学長表彰表彰式を開催（学長学術研究表彰受賞者：経済経営学類准教授・吉田樹、共

生システム理工学類教授・難波謙二、受賞記念講演会は 7 月 4 日に開催） 

 

東京第一ホテル新白河において研究・地域連携成果報告会を開催し、４名の研究成

果を報告（基調講演者：東京大学大学院工学系研究科教授・佐久間一郎氏、報告者：

行政政策学類教授・阿部浩一、経済経営学類教授・尹卿烈、共生システム理工学

類特任准教授・小井土賢二、うつくしまふくしま未来支援センター特任准教授・石

井秀樹） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「「100 年前の実験に挑戦！」～音はどうやって伝わ

るか？○○電話で試してみよう～」を実施（共生システム理工学類教授・岡田努） 

 

東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2018」において 5 名の

研究成果を展示・発表（経済経営学類准教授・吉田樹、共生システム理工学類教授・

高橋隆行、同教授・島田邦雄、農学系教育研究組織設置準備室准教授・平修、同准教

授・髙田大輔） 

 

久留米大学教授・児島将康氏を講師とした科研費セミナーを開催 

 

 

 

JST 東京本館別館において福島大学単独で JST 福島大学新技術説明会を開催、4 名の
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30.11 

 

30.11.20 

 

30.12. 1 

 

 

 

 

 

30.12. 4 

 

 

31. 2.20 

 

31. 3. 7 

 

31. 3.19 

 

 

31. 3.19 

 

31. 3.31 

研究成果を発表（発表者：共生システム理工学類准教授・中村和正、同准教授・大橋

弘範、同教授・大山大、同教授・杉森大助） 

 

研究シーズ集 2018 を発刊 

 

研究年報第 14 号発行 

 

ウェディングエルティにおいて研究・地域連携成果報告会を開催し、５名の研究成

果を報告（基調講演者：国土交通省元事務次官・武藤浩氏、報告者：人間発達文化

学類教授・安田俊広、行政政策学類教授・今西一男、経済経営学類准教授・沼田大

輔、共生システム理工学類教授・小沢喜仁、農学系教育研究組織設置準備室教授・

金子信博） 

 

第 2 回研究者交流会（第 10 回若手研究交流会）を開催（発表者：農学系教育研究組

織設置準備室准教授・望月翔太） 

 

福島大学「研究推進戦略」を策定 

 

第 8 回福島大学と日本原子力研究開発機構との連携協議会を開催 

 

福島大学の研究活動における秘密情報の管理に関する規程を制定（平成 31 年 4 月 1

日施行） 

 

福島大学学術指導取扱規程を制定（平成 31 年 4 月 1 日施行） 

 

発達障害児早期支援研究所（プロジェクト研究所）を廃止（所長：人間発達文化学類

准教授・髙橋純一） 
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（平成 31 年度（令和元年度）） 

31. 4. 1 

 

 

1. 5.13 

 

 

 

1. 5.15 

 

1. 5.26 

 

 

 

 

 

1. 5.28 

 

1. 5.28 

 

 

1. 7. 6 

 

 

 

 

 1. 7.20 

 

 

1. 7.22 

 

 

1. 7.24 

 

 

 1. 8. 5 

 

 

イメージング（見えない物を見る）研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：食

農学類教授・平修） 

 

「火山泥流実態解明」、「遺伝的影響評価法確立」、「福島特化型ガス化発電法確立」の

各研究分野を重点研究分野 foR-A プロジェクトに指定（共生システム理工学類教授・

長橋良隆、同准教授・兼子伸吾、同准教授・大橋弘範） 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費の適正執行等に関する説明会」を開催 

 

平成 30 年度に東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・ジャパン 2018」に

おいて研究成果を展示・発表したシーズ「公共交通運用に着目した地方版 MaaS の計

画技術」（経済経営学類准教授・吉田樹）が、JST からの依頼を受け、四川錦江賓館

（中国四川省成都市）で開催された「日中大学フェア＆フォーラム in CHINA 2019」

日本新技術展に出展 

 

学長表彰表彰式を開催（学長学術研究表彰受賞者：経済経営学類教授・小山良太） 

 

第 3 回研究者交流会（第 11 回若手研究交流会）を開催（進行：教育推進機構准教授・

高森智嗣） 

 

南相馬市民情報交流センターにおいて研究・地域連携成果報告会を開催し、4 名の研

究成果を報告（基調講演者：福島イノベーション・コースト構想推進機構理事長・斎

藤保氏、報告者：経済経営学類准教授・吉田樹、共生システム理工学類教授・高橋隆

行、食農学類教授・新田洋司、教育推進機構特任准教授・前川直哉） 

 

ひらめき☆ときめきサイエンス「世界史から学ぶ、電気と磁石の不思議な関係」を実

施（共生システム理工学類教授・岡田努） 

 

第 4 回研究者交流会（第 12 回若手研究交流会）を開催（発表者：食農学類教授・熊

谷武久） 

 

第 1 回科研費セミナーを開催（講師：研究振興課 URA・荻多加之、食農学類教授・

新田洋司） 

 

第 2 回科研費セミナーを開催（講師：研究振興課 URA・荻多加之、経済経営学類准

教授・吉田樹） 
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1. 8.29 ～ 

8.30 

 

 

 

 1. 9.11 

 

 1.10.9～ 

  2.3.31 

 

 1.11 

 

1.11 

 

2. 1.30 

 

 

2. 3. 3 

 

 

2.3.3 

 

 

 

 

2.3.3 

 

 

2.3.3 

 

 

2.3.17 

 

2.3.25 

 

 

 

東京ビッグサイト青海展示棟 B ホール（仮設展示棟）で開催された「イノベーショ

ン・ジャパン 2019」において、組織展示 1 件（食農学類）およびシーズ展示 3 名（共

生システム理工学類教授・高橋隆行、同教授・島田邦雄、食農学類准教授・石川大太

郎）の研究成果を展示・発表 

 

第 3 回科研費セミナーを開催（研究振興課 URA による個別相談） 

 

特許庁委託事業「知財戦略デザイナー派遣事業」に採択・知財戦略デザイナーの派

遣・支援をうける 

 

研究シーズ集 2019 を発刊 

 

研究年報第 15 号発行 

 

第 5 回研究者交流会（第 13 回若手研究交流会）を開催（発表者：行政政策学類准教

授・林嶺那、経済経営学類准教授・小島健） 

 

福島大学におけるクラウドファンディング事業実施取扱規程を制定（令和 2 年 4 月

1 日施行） 

 

福島大学共同研究取扱規則を一部改正し、直接経費の定義から「光熱水料」を削除す

るとともに、間接経費の額を 10％（直接経費が 100 万円以下の場合又は主として民

間機関等の施設にて共同研究を行う場合は、8％）に相当する額から、30％に相当す

る額に変更（令和 2 年 4 月 1 日施行） 

 

福島大学受託研究等取扱規則を一部改正し、直接経費の定義から「光熱水料」を削除 

（令和 2 年 4 月 1 日施行） 

 

福島大学学術指導取扱規程を一部改正し、絶対条件であった前納について、利便性

を考慮し、一部後納でも可能となるよう変更（令和 2 年 4 月 1 日施行） 

 

福島大学成果有体物取扱規程を制定（令和 2 年 4 月 1 日施行） 

 

国立大学法人福島大学研究推進機構会議規程を一部改正し、審議事項としている「学

術振興基金の管理・運用に関すること。」を「福島大学基金研究推進事業の運用に関

すること。」に変更（令和 2 年 4 月 1 日施行） 
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（令和 2 年度） 

2. 4. 1 

 

 

 

2.4.1 

 

 

2.4.1 

 

 

 

2.7.15 

 

2.7.22 

 

 

 

2.7.22 

 

2.7.31 

 

 

2.11 

 

2.12.21 

 

 

3.2.16 

 

理事・副学長（研究・地域連携担当）に共生システム理工学類教授・二見亮弘が就任

（統括学系長兼務） 

副学長補佐（研究・地域連携担当）に共生システム理工学類教授・田中明が就任 

 

環境修復型農林業システム研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：食農学類教

授・石川尚人） 

 

学系の改組を実施（学系名称の変更：法学・行政学系→法・行政・社会学系、生物農

学系→生物・農学系  13 学系から、教育、地域文化・言語、健康・運動・心理、法・

行政・社会、経済・経営、自然科学・情報、応用理工、生物・農の 8 学系に改組） 

 

研究振興課職員を講師とした「科研費の適正執行等に関する説明会」を開催 

 

学長学術研究表彰受賞者を決定（受賞者：人間発達文化学類教授・佐久間康之、同准

教授・髙木修一、同教授・宗形潤子、行政政策学類准教授・長谷川珠子、共生システ

ム理工学類教授・高貝慶隆、同特任准教授・小井土賢二） 

 

第 1 回科研費セミナーを開催（講師：関西学院大学名誉教授・尾崎幸洋） 

 

第 2 回科研費セミナーを開催（講師：研究振興課 URA・荻多加之、行政政策学類教

授・菊地芳朗） 

 

研究年報第 16 号発行 

 

第 6 回研究者交流会（第 14 回若手研究交流会）を開催（発表者：食農学類准教授・

渡部潤、教育推進機構特任准教授・呉書雅） 

 

第 7 回研究者交流会（第 15 回若手研究交流会）を開催（発表者：経済経営学類准教

授・吉田樹、食農学類准教授・窪田陽介） 
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（令和 3 年度） 

3.4.1 

 

 3.4.28 

 

 

3.5.12 

 

 3.6.21 

 

 3.6.23 

 

 

3.6.25 

 

3.8.23～ 

9.17 

 

 

3.12 

 

 4.2.2 

 

 

食用油脂研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：食農学類准教授・吉永和明） 

 

学長学術研究表彰受賞者を決定（受賞者：共生システム理工学類教授・横尾善之、同

研究員・クリスレオン、食農学類准教授・吉永和明） 

 

研究・地域連携課職員を講師とした「科研費の適正執行等に関する説明会」を開催 

 

第 1 回科研費セミナーを開催（講師：食農学類教授・平修） 

 

第 8 回研究者交流会（第 16 回若手研究交流会）を開催（発表者：食農学類准教授・

石川大太郎、経済経営学類准教授・三家本里実） 

 

第 2 回科研費セミナーを開催（講師：行政政策学類教授・今西一男） 

 

Online で開催された「イノベーション・ジャパン 2021~大学見本市 Online」におい

て、シーズ展示 3 件（共生システム理工学類教授・高橋隆行、同准教授・浅田隆志、

食農学類教授・平修）の研究成果を展示・発表 

 

研究年報第 17 号発行 

 

第 9 回研究者交流会（第 17 回若手研究交流会）を開催（発表者：人間発達文化学類

准教授・水澤玲子） 
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（令和 4 年度） 

4.4.1 

 

 

 

 4.4.28 

 

 

 4.6.20 

 

 4.6.29 

 

 

 4.7.19 

 

 

 4.10.1 

 

 

 

 

4.11 

 

4.11.8 

 

4.11.22 

 

 5.2.20 

 

理事・副学長（研究・地域連携担当）に経済経営学類教授・佐野孝治が就任（統括学

系長兼務） 

副学長補佐（研究・地域連携担当）に共生システム理工学類教授・横尾善之が就任 

 

学長学術研究表彰受賞者を決定（受賞者：共生システム理工学類教授・佐藤理夫、食

農学類教授・新田洋司） 

 

第 1 回科研費セミナーを開催（講師：関西学院大学名誉教授・尾崎幸洋） 

 

第 10 回研究者交流会（第 18 回若手研究交流会）を開催（発表者：行政政策学類准

教授・岸見太一、食農学類准教授・福島慶太郎） 

 

第 2 回科研費セミナーを開催（講師：人間発達文化学類附属学校臨床支援センター

教授・宗形潤子） 

 

産業システム工学研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：共生システム理工学

類教授・樋口良之） 

放射光利用プロジェクト研究所（プロジェクト研究所）を設置（所長：共生システム

理工学類教授・山口克彦） 

 

研究年報第 18 号発行 

 

著作権セミナーを開催（講師：ボングゥー特許商標事務所 堀越弁理士 

 

商標権セミナーを開催（講師：久遠特許事務所 高橋弁理士） 

 

第 11 回研究者交流会（第 19 回若手研究交流会）を開催（発表者：人間発達文化学

類准教授・本嶋良恵、共生システム理工学類准教授・衣川潤） 
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（令和 5 年度） 

5.4.19 

 

 

 

 5.6.14 

 

 5.7.12 

 

 5.7.26 

 

5.8.24～ 

8.25 

 

 5.10.30 

 

 

学長学術研究表彰受賞者を決定（受賞者：人間発達文化学類教授・佐久間康之、人間

発達文化学類准教授・高木修一、行政政策学類教授・今西一男、食農学類准教授・岡

野夕香里） 

 

科研費セミナーを開催（人間発達文化学類、経済経営学類） 

 

科研費セミナーを開催（共生システム理工学類、食農学類） 

 

科研費セミナーを開催（行政政策学類） 

 

「大学見本市 2023～イノベーション・ジャパン」において、シーズ展示 1 件（共生

システム理工学類教授・浅田隆志）の研究成果を展示・発表 

 

第 12 回研究者交流会（第 20 回若手研究交流会）を開催（発表者：人間発達文化学

類准教授・伊藤雅隆、食農学類講師・高野真広） 

 

 



123 

福島大学研究年報編集規定  

 

 

Ⅰ、性格規定 

  １．本研究年報は、大学が重点的に配分する研究経費に基づく研究成果、プロジェクト

研究所の活動及び大型研究の成果等を公表することを目的とする。 

 ２．大学が重点的に配分する研究経費は、以下のとおりである。 

（１）学内競争的研究経費（グループ研究助成） 

（２）学内競争的研究経費（個人研究助成） 

 ３．本研究年報は、研究成果報告書をもって構成する。研究成果報告書の詳細について

は以下に記載する。 

 

Ⅱ、刊行 

 本研究年報は毎年度刊行する。 

 

Ⅲ、担当委員会及び事務部 

 １．本研究年報の編集及び刊行にかかる作業は、学系長連絡会から選出された委員で構

成する研究年報編集委員会が行い、研究成果報告書の体裁や形式にかかる調整等を担

当する。 

 ２．本研究年報の刊行にかかる事務は研究・地域連携課が行う。 

 

Ⅳ、研究成果報告書 

 １．大学が重点的に配分した研究経費による研究成果の報告を本研究年報に掲載する。 

 ２．大学から重点的研究経費の配分を受けた者（単位）は、研究成果報告書を研究・地

域連携課に提出する。ただし、様式及び提出期日は、別に定める。 

 

Ⅴ、掲載 

 本研究年報は、福島大学学術機関リポジトリに掲載する。  
  

 

Ⅵ、編集細則、執筆要領 

 本研究年報の編集にかかる細則、ならびに執筆要領は別に定める。 

本規定は、平成 17 年 11 月 2 日から施行する。 

本規定は、平成 23 年 12 月 31 日から施行する。 

本規定は、平成 24 年 8 月 1 日から施行する。 

本規定は、平成 26 年 10 月 1 日から施行する。 

本規定は、令和元年 7 月 5 日から施行する。 

本規定は、令和 5 年 8 月 28 日から施行する。 



 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

「福島大学研究年報」（第 19号）が完成しました。本号は，計 10件の学内競争的研究

経費による研究成果報告（内 6件はグループ研究，4件は個人研究）， 10件のプロジェク

ト研究所の活動報告，3件の特色ある研究の成果報告，8件の重点研究分野の概要紹介か

ら構成されています。今後の研究のさらなる進展が期待されます。 
福島大学では令和 5 年 3 月に研究力向上アクションプランが提言され、研究推進体制

の刷新、研究環境の改善、厳格な教員評価、戦略的な人事政策、の 4 項目に取り組んで

いくことが示されました。各研究科、専攻ごとに研究推進計画が立てられ、年度ごとの

目標値を達成すべく動き出しています。こうした取り組みを進めていくことにより今後

の学内研究や共同研究の機運が高まり、この年報に掲載する内容が充実していくことを

願っています。 

最後に，多忙な中、原稿をお寄せいただきました方々に，また編集を担当されました

研究・地域連携課の皆様に，深く御礼申し上げます。 

研究年報編集委員長 小川 宏  
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